






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1888年12月４日 本所区治安裁判所詰ヲ命ス 判事試補 1888年12月８日
1890年10月24日 補白河区裁判所判事 判事　 1890年11月25日
1892年１月１日 予審掛ヲ命ス 判事（白河区） 1892年１月７日
1892年２月10日 任検査官補 判事正八位 1892年２月13日
1892年２月12日 第１部第２課勤務ヲ命ス 検査官補 1892年２月13日
1894年２月１日 第１部第３課勤務ヲ命ス 検査官補 1894年２月２日
1896年７月１日 兼任法制局参事官 検査官補従７位 1896年７月２日
1897年４月10日 任検査官 検査官補兼法制局参事官従７位 1897年４月12日
1897年４月13日 第１部第３課長ヲ命ス 検査官 1897年４月15日
1897年５月25日 第３部第４課課長兼務ヲ命ス 検査官 1897年５月26日
1897年６月２日 第３部第４課課長兼務ヲ免ス 検査官 1897年６月３日
1897年11月９日 第１部第２課長ヲ命ス 検査官 1897年11月11日
1897年11月９日 第１部第３課長兼務ヲ命ス 検査官 1897年11月11日
1898年６月20日 愛知三重岐阜福井石川５県所在各庁会計実地調査トシテ出張ヲ命ス 検査官 1897年６月22日
1899年３月31日 任法制局参事官 検査官正７位 1899年４月１日
1899年４月10日 第２部勤務ヲ命ス 法制局参事官 1899年４月11日
1901年９月７日 御用之有台湾ヘ出張ヲ命ス 法制局参事官 1901年９月９日
1902年２月12日 任台湾総督府参事官　叙高等官４等 法制局参事官正６位 1902年２月13日
1902年４月５日 御用有之欧米各国ヘ被差遣 台湾総督府参事官 1902年４月７日　『台湾総督府報』４月５日












1902年12月24日 叙勲授瑞宝章 台湾総督府参事官正６位 『台湾総督府報』1903年１月16日
1903年９月17日 既に欧米諸国ヘ出張ノ参事官大内丑之助ハ去ル13日帰府セリ 台湾総督府参事官 『台湾総督府報』９月17日
1903年９月30日 陞叙高等官３等 台湾総督府参事官 1903年10月１日　『台湾総督府報』10月10日
1903年10月10日 臨時防疫委員ヲ命ス 台湾総督府参事官 1903年10月28日　『台湾総督府報』10月16日
1904年９月30日 １級俸下賜 台湾総督府参事官 1904年10月13日　『台湾総督府報』10月１日







1908年２月17日 任関東都督府事務官　叙高等官３等 休職台湾総督府参事官従５位勲４等 1908年２月18日
1908年２月17日 １級俸下賜 関東都督府事務官 1908年２月19日
1908年５月26日 民政部庶務課長ヲ命ス 関東都督府事務官 1908年６月４日
1908年７月24日 兼任関東都督府参事官　叙高等官３等 関東都督府事務官従５位勲４等 1908年10月１日
1908年９月14日 民政長官白仁武不在中代理ヲ命ス 関東都督府事務官 1908年７月25日




辞令等日付 辞令内容 公布時役職等 出典（『官報』等日付）
1909年５月15日 兼任関東都督府外事総長　叙高等官２等 関東都督府事務官兼関東都督府参事官正５位勲４等 1909年５月17日






1912年１月４日 民政長官白仁武不在中代理ヲ命ス 関東都督府事務官 1912年１月18日
1913年８月14日 大連民政署長ヲ命ス 関東都督府事務官 1913年８月21日
1914年７月23日 都督青島ヘ出張ニ付随行ヲ命ス 関東都督府事務官 1914年８月７日
1915年11月７日 大正三四年事件ノ功ニ依リ旭日中授章及金千五百円ヲ授ケ賜フ 関東都督府事務官従４位勲３等 1916年８月21日
1918年12月25日 依願免兼官 関東都督府事務官兼関東都督府参事官 1918年12月26日
1918年12月25日 依願免本官 関東都督府事務官 1918年12月26日
1919年１月10日 叙正４位 従４位勲３等 1919年１月11日
1919年１月10日 特旨ヲ以テ位１級被進 従４位勲３等 1919年１月11日
1923年６月
外務省亜細亜局嘱託「支那ノ事情ニ通
シ居ル者ヲ選定シ文化事業実施方法等
ノ調査研究ニ当タラシムルコト」
『人事大綱』1923年９月　外
交史料館Ref.B050/50/3800
1924年４月12日 岩手県梁川村長就任
『岩手県町村合併誌』岩手
県総務部地方課，1957年，
761頁
1924年９月10日 岩手県梁川村長退任
『岩手県町村合併誌』岩手
県総務部地方課，1957年，
761頁
1919年退官後 房州北条（現千葉県館山）に閑居
対支功労者伝記編纂会編
『対支回顧録（下巻）』1936
年，1365頁
1932年秋 満洲国を視察，病を得て帰朝
対支功労者伝記編纂会編
『対支回顧録（下巻）』1936
年，1365頁
1934年５月24日 逝去
対支功労者伝記編纂会編
『対支回顧録（下巻）』1936
年，1365頁
大内丑之助著作一覧
刊行年月 著作・報告書 備考
1889年11月 「民法上人ヲ論ズ」『自治新誌』自治新誌社　 法律解釈
1890年６月 「憲法解釈　第73条乃至第74条」『福島県青年会雑誌』福島県青年会　 法律解釈
1905年 『海底電線論』 海底電線による情報網構築の必要性を提言
1911年３月２日～
17日 「検疫に就て」（１）～（12） 『台湾日日新報』に連載。ハンブルグ港医ノホト著の翻訳。
1912年２月 「在外邦人の二大欠点」『満韓之実業』第74号
在外邦人の２大欠点として，依頼心と邦人相互間の過当競争を指
摘。
1913年11月 「満洲の利源開発と邦人の増加」『朝鮮及満洲』76号 大陸への邦人進出戦略の提言
1916年 『独逸経営時代に於ける膠州湾施政の研究』 膠州湾のドイツ植民地政策の詳細な研究
1916年12月 「帝国之対支方針私議」 後藤新平が内閣に提出した大陸政策案の基礎資料
1917年 『支那阿片問題解決意見』 アヘン政策における専売制と暫禁主義を提言
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Abstract
　OUCHIUshinosuke,aGraduateofSchuledesVereins fürdeutscheWissenschaften,
（TheGermanStudiesSocietySchool）heldseveralkeyBureaucraticPositionsinColonial
TaiwanandKwantoLeasedTerritorywithGOTOShimpei.HewrotenumerousBooks
andReportsonJapaneseColonialRuleandhisOpinionsofhowitshouldbeconducted.
ThisPaperexaminesOUCHI’sWritingsandattemptsatclarifyingthePerceptionsof
ColonialRuleheldbyJapaneseBureaucratsanditsRealityinPrewarJapan.
（60）
